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     私たちの活動や意見を平和委員会の仲間たちに伝えます 

私たちの会費が日本平和委員会と茨城県平和委員会の活動を支えています 

平和の会ニュース、平和かわら版（ＰＤＦ版）配信しています 
平和の仲間に伝えたいニュースやご意見を事務局にお寄せください ＦＡＸは 029-831-9122 

早い、確実に届くご希望の方はｅＭａｉｌアドレスをご連絡ください 

 
 
                                          
 
 
 
 

「原発からの撤退」の国民的合意形成をめざして 
「東海第二原発の廃炉を求める全国交流集会 in茨城」が 6月 29 日に東海村に隣接するひたちなか市で開か

れ、16 都道府県から 233 人が参加しました。来賓あいさつで日本共産党塩川鉄也衆議院議員は原発ゼロを

促進する流れを作ろうと呼び掛けました。記念講演した村上達也東海村村長は原発推進と軍隊保有の勢力は

同じ。自民党幹部は、「原発は潜在的核保有」と言っていると指摘しました。原発問題住民運動全国連絡セ

ンターの伊藤達也氏は「原発からの撤退」の合意形成を目指してと問題提起を行い、約３０万筆の「東海第

二原発の廃炉を求める」茨城県民署名と村上村長の「脱原発」宣言の重さは全国の闘いを勇気づけていると

報告しました。（岡田安正） 

 

2013 年国民平和大行進（石岡―土浦コース）が終了しました（写真） 
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2013 原爆と人間展 
 ７月３０日～８月６日 県南生涯学習センター・ウララビル 5 階 （5 日は休館） 

ピースデー：8 月 4 日（日）午后 1 時半～4 時 50 分、 

県南生涯学習センター中講座室１・ウララビル 5 階）：入場無料 
朗読「産ましめんかな」大西陽子さん 
映画「夕凪の街 桜の園」 
交流（被爆者、茂木貞夫さんと土浦市平和使節団の中学生） 
主催：原爆と人間展実行委員会(Tel.029-823-7930 茨城県保険医協会気付) 
 

猛暑の中、行進団は今年も 7

月 6日（土）石岡駅からかすみ

がうら千代田庁舎を経て１２

時半予定通り亀城公園に到着

しました。昼食後の歓迎集会は

例年より少なめの５０人でし

たが、荒川沖駅に４時半に到着

して、つくば市行進団に引き継

ぎました。昼食時、途中休憩時

の接待の方、行進参加の皆さま

お疲れ様でした。 
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忘れてはならないことである． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

活動ごよみ 

7/23  平和の会理事会 
7/30-8/6  原爆と人間展 
8/4  ピースデー 

8/15 ８・１５平和のつどい 
 

 

戦後 68 年・憲法公布 66 年 8・15 平和のつどい 

8 月 15 日（木）午後 1 時 30 分～4 時  

ワークヒル土浦 2 階視聴覚室（木田余東台） 会費 300 円（中高生無料） 

紙芝居（戦火の中、満州から引き揚げて）。 
東京大空襲体験者がその時を語る。 
映画「ガラスのうさぎ」 
主催：８・１５終戦記念日を考える市民のつどい実行委員会 

 私の戦争体験記（東京大空襲） 

髙久 清 

 

私の戦争体験は，東京大空襲の業火の中を逃げまわったことである．私が 2 歳少し前のことで

あるから，記憶は全くない．しかし，姉の話を何度も聞くうちに，自分が体験したような気にな

っている．当時，父は墨田区駒形で砂糖問屋を営んでいた．東京大空襲の日，消防隊に行ったが，

もう火は消せないということで帰宅し，リヤカーに家財を積んで逃げ出した．逃げたのは，父母，

長女，すぐ上の姉，それに私の 5人である．子供は 7人であったが，5人は学童疎開をしていた．

私は，長女の背中，すぐ上の姉は母の背中である．墨田公園に行くと，もう人が一杯で入れない．

錦糸公園や周辺の学校に行ったが，いずこも同じである．火に追われながら逃げ惑っていると，

火の消えた方向に逃げろ，という声を聴いた．江東区の方向はすでに燃え尽き暗くなっている．

その方向に逃げる．途中，道端には焼けた馬の死骸がころがっている．小松川橋を渡り，一之江

の親戚にたどり着いた．その後，船橋の知人を頼って疎開した．疎開先の生活は極貧であった．  

後年，早乙女勝元著「東京が燃えた日」（岩波ジュニア新書）を読み，この記憶はさらにリアルな

ものになる．東京大空襲は，1945 年 3 月 10 日未明．火は，強風に煽られ，猛烈な渦を巻き，地

表を火の海とし，川面を這い，すべてを焼き尽くした．公園や学校にいた人，業火に追われて川

に入った人もみんな焼死した．死者 10 万人．「米軍の下町火炎包囲網皆殺し作戦」とでも命名し

たい．神権天皇制がもたらした無責任無謀極まる戦争による想像を絶する悲惨な結末である．年々

記憶が薄れていくが，忘れてはならないことである． 
 

この「シリーズ私の体験」欄に、読者の方の体験談をぜひ投稿してください。 

シリーズ私の体験 （４） 
 


